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遠隔制御装置

千曲坂城消防本部と連携し、火災
などの災害情報や防災情報を発信

戸別受信機 屋外スピーカー 各種の通信手段

消防本部からの

お知らせです
役場からの
お知らせです

・全戸及び事業所に１台ずつ無償貸与
する戸別受信機により、定時放送や町
からのお知らせと、緊急情報を放送
・聴覚障がい者の方には文字表示装置付

屋外には、高性能スピーカーを一
部設置し、定時チャイムほか、主
に緊急性の高い情報を放送

同時に町ホームページ、ＳＮＳ、さかきま
ちすぐメール、緊急速報メール、Ｌ字放送
などに自動配信

連

　
　携

連

　
　携

親局（坂城町役場）

・町からは行政情報や防災情報を配信
・Ｊアラートからの緊急情報を各種の通信手段により配信

Ｊアラート

声が届けば
  助かる命が必ずある
声が届けば
  助かる命が必ずある
～来年４月から防災行政無線（同報系）の運用開始～～来年４月から防災行政無線（同報系）の運用開始～

　町では、「つながる　あんしん　坂城町」を目指し、防災情報や町からのお知らせなどを、町民全ての皆さんへ伝達する新
たな仕組み『デジタル防災行政無線（同報系）』を整備し、来年（平成30年）４月よりその運用を開始します。防災行政無線（同報
系）は、役場に設置する「親局」と町内25箇所に設置する「屋外スピーカー」、全戸・全事業所に無償貸与する「戸別受信機」で構
成され、Ｊアラートや千曲坂城消防本部との連携のほか、各種の通信手段（町のホームページ、緊急速報メール、さかきまち
すぐメール、上田ケーブルビジョンのＬ字放送と新たに開設するＳＮＳ）に連動させることにより、情報伝達の幅が広がり、
よりスムーズに町民の皆さんに情報をお届けすることができます。
　また、河川監視カメラ、水位計などの気象観測装置を設置し、情報収集することにより、職員や消防団の初動対応などに
活用します。一部のデータはホームページなどで公開する予定です。
　なお、有線放送でもご利用いただいていた、各地域からのお知らせなどを放送することが可能な「地区別放送」も運用しま
す。

ピピッ

22



坂城町
役場

坂城保育園
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南条小学校

村上小学校
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南条保育園

坂城
郵便局

南条
郵便局

御堂川

至上田菅平IC

日名沢川

上五明農業生活改善センター
村上小学校
上平区民会館
びんぐしの里公園
月見区集会所
網掛公民館（※連絡通話）
小網公民館（※連絡通話）
胡桃沢

上五明農業生活改善センター
村上小学校
上平区民会館
びんぐしの里公園
月見区集会所
網掛公民館（※連絡通話）
小網公民館（※連絡通話）
胡桃沢

18
19
20
21
22
23
24
25

中河原排水樋管水位計
日名沢川監視カメラ

中之条排水樋管水位計
千曲川監視カメラ
バラ公園カメラ

亀垣排水樋管水位計
千曲川監視カメラ

坂城町役場
苅屋原公民館
坂城小学校
北日名ミニ公園
南日名公民館
和平公園（※連絡通話）
御所沢公民館東
第５分団詰所
武道館
中之条公民館
インター西
坂城テクノセンター
泉公民館
入横尾公民館東
美山園西
南条小学校
第１分団詰所

坂城町役場
苅屋原公民館
坂城小学校
北日名ミニ公園
南日名公民館
和平公園（※連絡通話）
御所沢公民館東
第５分団詰所
武道館
中之条公民館
インター西
坂城テクノセンター
泉公民館
入横尾公民館東
美山園西
南条小学校
第１分団詰所

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17

びんぐしの里公園
防犯カメラ

和平地区

和平公園山の家

千曲川監視カメラ

国
道
18
号

県
道
77
号

※連絡通話とは、万一孤立した場合に備え、役場と双方向の通信を行うものです。電話機（防災行政無線専用）を建物内に
設置します。（通信先は役場に限られます。）
◯水位計・監視カメラなどの気象観測装置については、７月ごろからの運用を予定しています。

◯全戸・全事業所に戸別受信機を配布　　　◯戸別受信機は無償貸与します
◯使用料はかかりません　　　　　　　　　◯通話機能はありません
◯ラジオ放送・音楽放送などのチャンネル放送はありません　　◯放送内容は防災・行政情報に限られます
※今まで広告料をいただき放送させていただいていた広告・番組などは電波法上、放送出来ませんのでご了承く
ださい。（来年３月末までの有線放送分は、受け付けできます。）

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線223）　直通75－621133



① 町外へ転出する場合
　各戸・事業所等へ１台ずつ貸与しているものですので、町外へ転出する場合は、転出のお手続きの際に必ず役場
へ返却してください。
②町内で転居する場合
　町内で転居する場合は、戸別受信機の設定を転居先の地区の管理ナンバーに変更する必要があるため、転居のお
手続きの際に役場へ持参してください。
③乾電池について
　停電時に備え、常に乾電池（単１）を入れておく必要がありますが、普段は付属のＡＣアダプタ（コード約４m）で
コンセントより電源を取ってください。（コンセントまでの延長コードが必要な場合は、各戸・各事業所でご用意
ください。）
　戸別受信機に使えなくなった乾電池を入れたままにしておくと、乾電池の液が漏れ、故障の原因になります。電
池残量が少なくなると、電源/着信ランプが赤く点滅し、音声でお知らせをしますので、停電時に備え、電池の交換
をお願いします。（単１、単２、単３電池に対応しています。単１アルカリ乾電池で72時間以上稼動します。）
　また、残量があっても長期間使用し続けると液漏れする場合がありますので、定期的に交換をお願いします。

お
願
い

電源/着信ランプ

録音/再生ランプ

音量つまみ

スピーカー

録音ボタン

解除ボタン

再生ボタン

電池ぶた

【正面】

AC100Ｖ入力

電源スイッチ

保守用端子

外部接続用端子

外部スピーカー/
FAX端子

外部アンテナ用端子

【右側面】

AC100Ｖ使用中
乾電池使用中
通報受信中
故障
乾電池が消耗している、または入っていない
留守録音
再生中
再生されていない録音通報あり
（留守録音設定なしの場合）
再生されていない録音通報あり
（留守録音設定中の場合）

右（時計回り）で音量を上げる【※１】
受信音量がつまみの位置の大きさに
なる（緊急音量解除）
再生を停止する
留守録音設定を解除する
留守録音の設定【※２】
ボタンを押した時点から５分間録音する
録音内容を新しい順に再生する
次の録音内容を再生する
停止する

ランプ 色 ランプ動作 状　態
　「電源/着信」「録音/再生」ランプのはたらき

点灯

電源/着信
ランプ

点灯
点滅
点滅
点灯
点滅
点灯
点滅

外部アンテナ端子　　ダイポールアンテナ用
外部スピーカー端子　スピーカー延長用【※３】
外部接続用端子　　　放送設備のアンプに接続【※４】
保守用端子　　　　　保守専用の端子（業者用）
電源スイッチ　　　　本体電源ON/OFF
AC100Ｖ入力　　　 　ACアダプタの差込口録音/再生

ランプ

交互点灯

緑

橙

赤

緑

橙

緑/橙

再生中に押す
留守録音設定中に押す
待ち受け中（通常時）に押す
通報受信中に押す
再生ボタンを押す
再生中に押す
最終録音内容を再生中に押す

音量つまみ
機　能

解除ボタン

録音ボタン

再生ボタン

名　称 操　作
つまみを回す

緊急通報中に押す

　つまみ・ボタンの機能

【正面】

【右側面】
　端子等の機能

【※１】音量を小さく設定していても、緊急情
報の場合は、最大音量で流れる仕組みとなって
います。
【※２】録音ボタンを押すことで、留守中の放
送を戸別受信機本体へ録音することが出来ま
す。（最大12件）緊急情報の場合は、自動で録
音となります。
【※３】別のアンプ付スピーカーへ最大20m先
まで延長する事が出来ます。町で負担するの
は、戸別受信機本体の設置工事までとなります
ので、延長に係る費用は個人負担となります。
【※４】施設等の放送設備のアンプへ接続する
ための端子です。接続に係る費用は施設等の負
担となります。

各部の名称と働き
約
15
0m
m

約220mm

約75mm

①

②

③

①

②

③
【右側面】

AC100Ｖ入力

電源スイッチ

約75mm

②

※このスイッチは主電源になりますので、必ず
「入」にしておいてください。
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　受信方法は、お住まいの地域の電波状況や建物の構造により異なります。【１】ロッドアンテナ（戸別受信機の付属アンテ
ナ）と【２】ダイポールアンテナを設置する方法の２通りとなります。（下図参照）
　通常は、【１】の付属のアンテナで受信が可能です。固定式ではないので、持ち出すことができます。電波が弱く、付属ア
ンテナで受信が難しい地域では、【２】の屋内/屋外ダイポールアンテナの設置が必要になります。ダイポールアンテナは、①
屋内用（窓等に取り付け）、②屋外用（外壁等に取り付け）の２種類あります。受信機まではケーブルを配線し、設置場所が固
定されますが、非常時は持ち出しが可能です。戸別受信機の設置費用（アンテナ工事を含む）は町が負担します。

【１】ロッドアンテナ

▲ 戸別受信機（標準タイプ） ▲ 文字表示装置付戸別受信機

【２】ダイポールアンテナ

〇受信アンテナの種類については、お住まいの地域の電波状況や建物の構造により異なります。
〇屋内・屋外ダイポールアンテナの設置基準は、窓の位置で受信が可能な場合は屋内ダイポールアンテ

ナ、屋外の高い位置で受信する必要がある場合は、屋外ダイポールアンテナとなります。
〇戸別受信機配布の際に受信状況を確認し、屋内・屋外ダイポールアンテナの設置が必要となった場合

は、戸別受信機の設置場所、配線ルート、アンテナ位置等、ご相談し、委託業者が施工します。

①屋内ダイポールアンテナ設置例

●屋内ダイポールアンテナは、屋内の窓等に内側から紐
状のアンテナを貼り付けます。屋外ダイポールアンテナ
と違い、貫通穴を必要としない設置方法となります。

②屋外ダイポールアンテナ設置例

戸別受信機

●屋外ダイポールアンテナ
・ステンレスのビス等で外壁に強固に固定します。
・全長約２m50cm

●ケーブル
・配線用留め具（ステップル等）で固定します。
・直径５mm程度の黒色のケーブルを使用します。

戸別受信機

・直径５mm程度の黒色のケーブルを使用します。

●貫通穴
・ケーブル引込み用の穴として、有線放送やエアコン等の既存の貫通

部を使用します。ない場合は直径２～３cm程度の穴を開けます。
・シーリング等で防水処理します。

聴覚障がい者の方には、文
字表示装置付戸別受信機を
配布します。ディスプレイ
に文字を表示して情報をお
届けします。

◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線223）　直通75－6211

チェック！

ロッドアンテナ

アンテナ

アンテナ
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全戸・全事業所に無償で貸与します
配布前に、改めて訪問についての案内文を送付します

　平成30年１～３月　有線放送加入者へ順次配布
　平成30年４月　　　防災行政無線開局（※平成30年３月までは有線放送で情報伝達）
　平成30年４～７月　有線放送未加入者へ配布

１．委託業者が訪問
 身分証（下図参照）を付けた町の委託業者が、自宅・事業所を訪問します。不在の場合は、不在票を投函
しますので明記された連絡先へ都合のよい日をご連絡ください。訪問時期の目安は、事前にご案内通知
を送付いたします。
２．受信機及びアンテナの取り付け
 室内に入り、電波の受信状況を確認します。電波の受信状況が悪い場合は、屋内または屋外にダイポー
ルアンテナの取り付け工事を実施します。（５ページ参照）
３．使用方法の説明
　設置完了後、受信機の使用方法を説明し、最後に受領書をいただき作業完了となります。

・住民基本台帳（住民登録）上、世帯分離をしていても、
同じ建物の場合は１台となります。

・世帯が一緒でも、同じ敷地に建物が複数あり、それぞ
れ独立して生活をしている場合は、それぞれの建物へ
設置します。

・２世帯住宅については、同じ建物でも独立して生活が
出来る構造であればそれぞれの世帯へ設置します。

・事業所と併用住宅の場合は、それぞれに設置します。
・２台目以降をご希望であっても、各戸・各事業所１台

のみの配布となりますのでご了承ください。

　平成30年４月の防災行政無線（同報系）の開局に伴い、４月以降順次有線放送設備の撤去を開始します。
　宅内スピーカについても、原則平成30年１月から３月までの配布時には回収せず、建物の外壁等までの引込み
線の撤去にあわせ、４月以降に撤去する予定です。
　敷地内をお借りして、有線柱を建てさせていただいている場合、土地所有者の方の同意の上撤去し、作業終了
後ご確認をいただくようお願いします。
　有線放送で使用していた電話機については、加入者の方の所有物でありますので、ＮＴＴ等の電話機としてご
使用いただくか、不要の場合は宅内スピーカーを撤去する際に、あわせて回収いたしますのでお申し付けくださ
い。また、ご自身で処分をする場合は、役場・文化センター・Ａコープびんぐし店様に設置してあります小型家
電リサイクルボックスにて無料で回収を行っておりますのでご活用ください。

　現在、有線放送電話設備の撤去に係る事前調査を実施しています。
　上記の「身分証」を携帯した調査員が、町内の電柱、ケーブル等を調査しています。調査のため土地へ立ち入
る場合もございますが、ご理解ご協力をお願いします。

坂城町デジタル防災行政無線（同報系）
整備工事従事者身分証

平成29年◯月◯日

●有線放送設備撤去に係る事前調査について

●配布台数について

●配布スケジュール

防 災　太 郎

委託業者身分証（サンプル）

坂  城  町  長　山 村　 弘 印
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◎問い合わせ先　企画政策課まち創生推進室　☎82－3111（内線223）　直通75－6211

11月９日（木）午後７時～　鉄の展示館ホール
　　16日（木）午後７時～　ＪＡながの村上店 ２階大会議室
　　19日（日）午後７時～　文化センター大会議室
　　28日（火）午後７時～　役場 講堂

　Ｊアラート（全国瞬時警報システム）とは、地震や津波、他国からの武力攻撃など時間的余裕のない事態が発生
した際に、国（総務省消防庁）から人工衛星を使って情報を発信し、市町村の防災行政無線等を自動で起動させ、
住民に緊急情報を発信するシステムです。今回、町で整備する防災行政無線と接続させることにより、屋外ス
ピーカー・戸別受信機から自動で放送が流れます。
　現在、町ではすぐメールと上田ケーブルビジョンのＬ字放送と連携し、Ｊアラートの放送内容を配信していま
すが、防災行政無線（同報系）の整備後は、この連携のほか、町ホームページ、開設予定のＳＮＳとも連携し、同
時に配信が可能になります。
　すぐメールに登録されていない方は、無料で登録できますので、この機会にぜひ登
録をお願いします。（広報さかき裏面をご参照ください）
　なお、これらの連携は、Ｊアラート以外の町からのお知らせや緊急情報などでも活
用します。
　ＳＮＳの開設、町ホームページとの連携等については、７月ごろを予定しています
ので、別途広報さかき・町ホームページ等でお知らせします。

　この説明会は、主に戸別受信機の配布方法や操作説明、設置等について説明を行います。その他、質疑応答を
行いますので、お気軽にご参加ください。事前の申込みは不要です。

平成29年11月 ◯住民説明会の開催

◯屋外スピーカーの設置

◯防災行政無線（同報系）試験運用開始
◯戸別受信機配布開始
　・有線放送加入者【１～３月】
　・有線放送未加入者【４～７月】

12月

平成30年１月

４月 ◯防災行政無線（同報系）開局【運用開始】
◯有線放送設備の撤去開始

　７時・12時30分・20時に定時放送として、行政情報をお知らせするほか、12時と夕方（季節により変動）に定時
チャイムを流します。（定時チャイムは屋外スピーカーでも流れます。）
　また、定時放送のほか、地区別放送も含めて任意の時間でも放送を行います。なお、緊急放送については、24
時間、時間帯に関係なく放送します。

※ご不明な点などありましたら、企画政策課まち創生推進室までお気軽にお問い合わせください。

（中心市街地コミュニティーセンター）

※平成29年11月より、屋外スピーカー
の設置作業が始まります。近隣住民
の皆さまにはご迷惑をお掛けします
が、ご理解ご協力をお願いします。
※平成30年１月下旬より試験運用を開
始します。テスト放送等を行います
ので、ご了承ください。

ミサイ
ル発射

！！
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　「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
」
が

実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　『
男
女
が
輝
け
る
や
さ
し
い
ま

ち
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
活
動
発

表
や
記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
さ
か
き
と
一
緒
に

配
布
す
る
回
覧
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
３
人
の
坂
城
町
関
係
者
に
よ
る

意
見
発
表

　「
坂
城
の
イ
ク
メ
ン
た
ち
」

演
題

　「『
一
汁
三
菜
』
こ
そ
、
両

立
を
育
む
」

講
師
　
横
山
タ
カ
子
さ
ん

　
　
　（
料
理
研
究
家
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
隣
保
館
　
☎
８
２―

６
６
０
３

日時　11月 18日（土）　午後１時 30 分～　　場所　文化センター
入場
無料

　
坂
城
町
の
特
産
品「
ね
ず
み
大
根
」

は
、晩
秋
を
彩
る
旬
の
伝
統
野
菜
で

あ
り
、ま
た
、名
物「
お
し
ぼ
り
う
ど

ん
」の
素
材
と
し
て
も
、そ
の「
あ
ま

も
っ
く
ら
」と
し
た
味（
辛
さ
の
後

に
ほ
の
か
に
感
じ
る
甘
さ
）は
、坂

城
町
を
代
表
す
る
味
覚
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ね
ず
み
大
根
の
収
穫
時
期
を

迎
え
、恒
例
の「
ね
ず
み
大
根
ま
つ

り
」を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
ね
ず
み
大
根
の
収
穫
体
験
や
販

売
、お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
旬

の
ね
ず
み
大
根
を
堪
能
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）
　
直
通
７
５―

６
２
０
７

日
時　

11
月
12
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　
　
　「
あ
い
さ
い
」

内
容

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い

・
ね
ず
み
大
根
ほ
か
農
産
物
や
加
工
品

の
販
売

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
取
り
扱
い
店
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー

・
お
楽
し
み
抽
選
会

・
ね
ず
こ
ん
と
記
念
撮
影
会

・
ね
ず
こ
ん
お
絵
描
き
コ
ー
ナ
ー

・
平
成
29
年
産
巨
峰
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
販
売

　

指
定
の
袋
い
っ
ぱ
い
に
、畑
か
ら
ね

ず
み
大
根
を
収
穫
し
よ
う
！

日
時

　

11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

    【
雨
天
決
行
】

場
所　

中
之
条
の
坂
城
イ
ン
タ
ー
線
沿
い
の
畑

（
国
道
18
号
か
ら
高
速
道
坂
城
Ｉ
Ｃ
に

向
い
、右
側
の
畑
）

※
の
ぼ
り
旗
な
ど
目
印
あ
り

内
容１

０
０
０
円
で
指
定
の
レ
ジ
袋
１
人

１
枚
に
大
根
を
詰
め
放
題（
町
内
お

し
ぼ
り
う
ど
ん
取
り
扱
い
店
で
使
え

る
、お
し
ぼ
り
う
ど
ん
割
引
券
３
０
０

円
相
当
付
き
）

※

先
着
３
０
０
人
又
は
畑
か
ら
大
根
が

な
く
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。
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　40歳以上の方を対象に行っている特定健
診は、生活習慣病のリスクとなる内臓脂肪の
蓄積（メタボリックシンドローム）に着目し
た健診です。

　脂肪細胞からはいろいろなホルモンが分泌されており、良い作用も悪い作用も引き起こします。脂肪を過剰に
吸収すると脂肪細胞は約２倍の大きさに肥大し、悪い作用だけが強まってしまいます。

　脂肪は主に皮下脂肪と内臓脂肪に分けられます。内臓脂肪からホルモンが分泌されると、肝臓などの内臓に近
いので、体に悪い作用を強く引き起こしてしまいます。そのために内臓脂肪の蓄積に着目しています。

放置しておくと、数年後に突然
深刻な病気が発覚し、長期的な
入院やリハビリが必要となって
しまうケースが少なくありませ
ん。

面倒、忙しい…それが命取りに
なるかもしれません。気がつい
た時には即治療となり、結果、
完治までの期間が長くなりま
す。

大丈夫であっても、「数値は高
いが薬を飲まなくても大丈夫」
などいろいろな意味がありま
す。どんな意味の『大丈夫』な
のか確認しましょう。

保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

※特定健診の受診方法については、ご自身の加入している医療保険にご確認ください。

毎年受診することで、これから
も健康を維持・増進することが
できます。

生活や仕事への支障を防ぐこと
に繋がります。予定を調節して
受診するようにしましょう。

治療中の病気だけでなく、全体
的な確認ができます。健診結果
は医師に診てもらいましょう。

特 定 健 診 を 受 け る と …

血圧を上げやすくする　▶　高血圧

インスリンの働きを邪魔する　▶　高血糖

動脈硬化を促進する　▶　血管がつまりやすくなる【通常の脂肪細胞】 【肥大した脂肪細胞】

内臓脂肪

皮下脂肪

お腹側

背中側
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11月はねんきん月間です

いいみらい

　平成29年８月１日より、年金の受給資格期間が25年から10年に短縮され、120月
以上あると老齢基礎年金を受け取ることができるようになりました。対象となる方
には、「年金請求書（短縮用）」という黄色の封筒（Ａ4サイズ）をお届けしていま
すので、封筒が届いた方はお近くの年金事務所で手続きを行ってください。

11月30日は
「年金の日」
「ねんきんネット」で
未来の生活設計について
考えてみませんか？

　過去５年以内に納め忘れた年金保険料を納付することで将来の年金額を増やすこ
とができる「後納制度」が平成30年９月まで実施されています。後納することで老
齢基礎年金の受給資格が得られることもありますのでご利用ください。

●納付猶予の申請は？
●免除申請は遡れる？ 
●任意加入とは？
●後から納められないの？
●年金手帳が無いと年金は貰えない？
●結婚前の年金が合算されているのか？
●昔の勤務先で支払った厚生年金がどう

なっているのか？
●少しでも自分がもらえる年金を増やす

にはどうすればよいか？

日時　11月28日（火）
　　　午前10時～午後４時（予約制）
場所　坂城町役場　第３会議室

11月の長野南年金事務所
出張窓口の開設日

◎予約・問い合わせ先　住民環境課住民係　☎82－3111（内線122・123）　直通75－6204
　　　　　　　　　　　長野南年金事務所　☎026－227－1284

年金の受給資格期間が10年に短縮

保険料後納制度

年金保険料、納めていますか？
「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」で
年金加入記録の確認をしましょう！

ねんきんネット 検 索

次のような疑問にお答えします。ご予約のうえお越しください。
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1 1 月は「ねんきん月間」

　申告書では、税務署提出用の平成29年分源泉徴収票に受給者本人、扶養親族等の個
人番号（マイナンバー）を記載することが必要となり、それに伴い、様式が変更とな
りました。ご理解をお願いします。

　日本年金機構長野南年金事務所では、年金相談の予約を受け付けています。相談希
望日の１か月前から前日まで、電話または窓口でお申込みください。ご予約の際は、
基礎年金番号、氏名、相談内容などをお伺いします。
　お申込みは、「ねんきんダイヤル　０５７０－０５－１１６５」または長野南年金
事務所お客様相談室（☎０２６－２２７－１２８６）までご連絡ください。

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において、全額が社会保険料控除の対
象となります。その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務
付けられています。
　このため、平成29年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された
方については、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金
機構本部から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（また
は領収証書）を添付してください。
　また、平成29年10月１日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を
納付された方については、翌年の２月上旬に送付されます。

Ｎ ＩＮＫＥＮ
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狂
犬
病
は
、
世
界
の
広
い
地
域
で

発
生
し
て
い
る
、
人
と
動
物
に
共
通

し
た
病
気
で
す
。
日
本
に
お
い
て
も
、

平
成
18
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
咬

ま
れ
、
帰
国
後
発
症
し
死
亡
し
た
事

例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
、
感
染
後
、
発
症
す
る

と
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

予
防
注
射
を
す
る
こ
と
で
発
症
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
飼
犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
で
犬
を
狂
犬
病
か
ら
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
飼
い
主
自
身
や
家
族
、

近
所
の
住
人
や
他
の
動
物
へ
の
感
染

を
予
防
で
き
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
、
飼
犬
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
済
ん
で
い
な

い
飼
い
主
は
、
20
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
ま
だ
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
に
は
、
早
め
に
必
ず
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
飼
犬
の
登
録
は
住
民
環
境

課
や
坂
城
町
・
千
曲
市
の
動
物
病
院

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
登
録
手

数
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

※

交
付
さ
れ
た
、
鑑
札
と
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
は
犬
に
着
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
繋
い
で
あ
る
鎖
や
リ
ー
ド
・
首
輪

が
壊
れ
て
逃
げ
出
し
、
思
わ
ぬ
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
日
頃
か
ら

鎖
や
リ
ー
ド
・
首
輪
の
点
検
を
行
い
、

劣
化
が
認
め
ら
れ
た
時
は
、
早
め
に

新
し
い
も
の
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
、
放
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
、
住
民
環
境
課
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

注
射
済
票
や
連
絡
先
の
名
札
な
ど

が
首
輪
に
付
い
て
い
た
こ
と
か

ら
、
飼
い
主
の
元
に
返
す
こ
と

が
で
き
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
犬
が
死
亡
し
た
時
や
犬
の
所
有
者
、

所
在
地
な
ど
が
変
更
に
な
っ
た
時
は
、

住
民
環
境
課
に
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
葛
尾
組
合
で
は
、
犬
・

ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
火
葬
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
８
２―

２
３
４
９

　
道
路
・
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所

や
他
人
の
土
地
な
ど
に
犬
や
ね
こ
の

フ
ン
が
放
置
さ
れ
、
フ
ン
に
よ
る
苦

情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
敷
地
内
で
フ
ン
を
す
る
よ

う
に
し
つ
け
、
犬
の
散
歩
の
際
は
、

ス
コ
ッ
プ
、
袋
な
ど
を
持
参
し
、
他

人
の
土
地
や
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
犬
・
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ペ
ッ

ト
の
鳴
き
声
に
よ
る
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

や
フ
ン
の
処
理
に
対
す
る
苦
情
な
ど
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
責
任
を
持
っ
て

し
つ
け
を
し
、
人
と
動
物
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
長
野
県
動
物
愛
護
会
長
野
支

部
「
愛
犬
ク
ラ
ブ
ち
く
ま
」
主

催
の
し
つ
け
方
教
室
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
見
学
は
無
料
で
す

の
で
、
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
入
会
や
詳
細
に
つ
い

て
は
、
会
場
に
い
る
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
所
　
千
曲
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
（
旧
長
野

保
健
所
千
曲
支
所
・
ベ

イ
シ
ア
更
埴
店
様
南
側
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
２
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４
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町
で
は
、
松
く
い
虫
防
除
対
策
の

一
環
と
し
て
６
月
22
日（
木
）、
23
日

（
金
）に
空
中
散
布
及
び
無
人
ヘ
リ
散

布（
１
回
目
）を
、
７
月
11
日（
火
）

に
無
人
ヘ
リ
散
布（
２
回
目
）を
実
施

し
ま
し
た
。

　
散
布
周
辺
地
域
の
大
気
中
の
農

薬
成
分
を
測
定
す
る
た
め
、
町
内

４
箇
所
で
安
全
確
認
調
査（
気
中
濃

度
）を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

調
査
農
薬
成
分

チ
ア
ク
ロ
プ
リ
ド（
薬
剤
名…

エ

コ
ワ
ン
３
フ
ロ
ア
ブ
ル
）

調
査
箇
所

・
空
中
散
布（
１
箇
所
あ
た
り
８
回
）

苅
屋
原
公
民
館

上
平
区
民
会
館

さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園（
中
之
条
）

・
無
人
ヘ
リ
散
布
（
８
回
）

苅
屋
原
区
内
町
道

測
定
方
法

航
空
防
除
農
薬
環
境
影
響
評
価
検

討
会
報
告
書（
平
成
９
年
12
月
、

環
境
庁
水
質
保
全
局
）に
準
じ
る

【単位：μｇ／㎥】

測定調査時期

散布４日後

調 査 結 果

散布２日後

苅屋原 上 平 中之条

※調査した４地点32検体すべてが濃度評価値（60μｇ／㎥）を
下回る定量下限値（0.05μｇ／㎥）未満でした。

◎問い合わせ先　産業振興課農林整備係
　☎82－3111（内線155）　直通75－6207

空
中
散
布
・
無
人
ヘ
リ
散
布
に
お
け
る

安
全
確
認
調
査（
気
中
濃
度
）結
果

日中

散布中

散布直後

日中

早朝

日中

日中

日中

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

散布翌日

散布当日

散布前日 0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

0.05未満

苅屋原
空 中 散 布 無人ヘリ散布

日
時

　
11
月
18
日（
土
）、
25
日（
土
）、

12
月
２
日（
土
）、
16
日（
土
）

　
各
回 

午
前
10
時
〜
11
時

会
場

　坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師

　町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

内
容

　
軽
い
運
動
で
「
認
知
機
能
を
つ
か

さ
ど
る
脳
」、「
運
動
に
関
係
し
た

脳
」
を
活
性
化
さ
せ
、
ま
た
楽

し
く
運
動
す
る
こ
と
で
、「
情
動

に
関
係
し
た
脳
」
に
も
刺
激
を
与

え
、
認
知
機
能
低
下
を
予
防
し

ま
す
。

定
員
　
15
名

受
講
料
　
５
０
０
円

日
時
　
12
月
11
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
牛
山
佳
幸 

教
授

　
　
　（
信
州
大
学
教
育
学
部
）

内
容

　坂
城
町
の
経
塚
遺
跡
や
寺

院
、
神
社
な
ど
に
つ
い
て
の
歴
史

を
探
求
し
ま
す
。

定
員
　
15
名

受
講
料
　
５
０
０
円

日
時

　
11
月
22
日（
水
）、
12
月
６
日（
水
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
　
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
山
﨑 

あ
き
子
さ
ん

内
容

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
植
物
の
香
り

と
成
分
を
健
康
維
持
に
役
立
て
る

自
然
療
法
の
１
つ
で
す
。
ア
ロ
マ

抗
菌
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

定
員
　
15
名

受
講
料
　
５
０
０
円

（
別
途
材
料
費
各
８
０
０
円
が
必
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

２
０
６
９

内
容
と
日
時

①
障
が
い
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解

　
11
月
15
日（
水
）

②
係
り
合
い
の
実
際

　
11
月
22
日（
水
）

③
係
り
合
い
で
大
事
に
し
た
い
こ
と

　
11
月
29
日（
水
）

　
各
回 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場
　
Ｂ
・
Ｉ
プ
ラ
ザ
さ
か
き

講
師

　
布
山
清
保
教
授（
社
会
福
祉
学
部
）

※

定
員
は
基
本
15
名
で
す
。
受
講
料

は
無
料
、
申
込
み
は
長
野
大
学

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６

８―

３
９―

０
０
０
７
）
に
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

さ
か
き
ふ
れ
あ
い
大
学

２
０
１
７
年
後
期
開
講
講
座
の
お
知
ら
せ
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　平成28年４月施行の「農業委員会等に関する法律」の改正により、農業委員はこれまでの公選制から、推
薦・公募による町長の任命制となりました。
　また、農地等の利用の最適化（担い手への農地の集積、遊休農地の発生防止・解消等）を推進していくた
め、農地利用最適化推進委員を農業委員会が委嘱することとなりました。
　町では、平成30年５月18日から新制度へ移行するため、下記のとおり農業委員及び農地利用最適化推進
委員を募集します。
※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、農業委員会事務局までお問い合わせください。

募集内容

研修期間

▲昨年度の研修の様子
（Facebook からみることもできます。）

募集期間　平成29年11月６日（月）～12月５日（火）【予定】
募集人数　農業委員14名、農地利用最適化推進委員１名
応募要件　農業に関し識見を有する者
任期　３年（平成30年５月18日～平成33年５月17日）
報酬　年額210,500円（会長、職務代理を除く）

申込方法

◯農業委員会総会へ出席（ 月１回）
◯農地利用の最適化に関する情報収集や発信
◯農地利用状況調査（農地パトロール）
◯人・農地プランの策定
◯新規就農者の認定に関する審査
◯農業者からの相談
◯研修会などへの参加
◯農業委員会だよりの発行

農業委員会事務局窓口または町ホームページから応
募用紙をダウンロードし、必要事項を記入の上、農業
委員会事務局へ提出してください。

主な活動内容

◎問い合わせ先　役場産業振興課内  農業委員会事務局　☎82－3111（内線156）　直通75－6207

　坂城町在住の高校生または坂城町の高校へ通う高校生を対象に、「坂城町タイ国研修事業」の参加者を
募集します。この研修は、将来の坂城町を支えていく高校生に、タイ国で活躍する町内企業の視察のほか、現
地学生との交流や歴史・文化などの異文化体験を通じて国際感覚を養い、坂城町、さらには日本を再認識す
るとともに、将来の展望を考える機会とするため実施するものです。
※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、企画政策課企画調整係までお問い合わせください。

平成30年３月21日（水）～25日（日）の３泊５日

◎問い合わせ先　役場企画政策課内  タイ国研修事業事務局　☎82－3111（内線225）　直通75－6211

平成29年12月22日（金）

応募申込用紙を提出してください。
応募申込用紙は、タイ国研修事業事務局（役場企画政
策課内）で配布しています。また、町ホームページから
もダウンロードすることができます。

80,000円
（※別途燃油サーチャージ代がかかる場合があります。）

８名（応募多数の場合は選考になります。）

町内在住の高校生または坂城町の高校へ通う高校生（学年不問）参加資格

定 員

参 加 費

応募方法

応募締切
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　住民基本台帳（住所、氏名、生年月日、性別）の閲覧は、公用・公益上必要と認められる場合に限られてお
り、閲覧状況を公表するように定められています。平成29年４月１日～平成29年９月30日までの閲覧状況は、
次のとおりです。

◎問い合わせ先　住民環境課住民係　☎82－3111（内線122）　直通75－6204

閲覧日 閲覧者（受託者） 対象者及び人数委託者 閲覧目的

横町区

４月４日 11人抽出

横町区

４月５日 10人抽出

月見区粋生クラブ

４月５日 2人抽出

新地区内の平成14年４月１日から
平成25年３月31日生まれの男女、
平成25年４月１日から平成26年３
月31日生まれの男女とその保護者

戌久保区内の平成15年３月31日か
ら平成25年４月１日生まれの男女

泉区内の75歳以上の男女

―

―

―

全国子ども会安全共済
会加入

全国子ども会安全共済
会加入

①全国子ども会安全共済加入
②平成30年度小学校入学
対象者

③成人式対象者

４月12日 24人抽出

４月13日 5人抽出

大字坂城の中から16歳以上の男女を
無作為に抽出

―

―

区民名簿確認

区民名簿作成

５月12日

中之条分館

70人抽出

５月22日

南日名分館

2人抽出

６月２日

金井分館

23人抽出

―

―

―

老人会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

７月31日

御所沢分館

131人抽出

８月２日

入横尾区

54人抽出

―

―

金井区育成会

４月５日 30人抽出

入横尾区育成会

４月６日 20人抽出

新地区育成会

４月６日 11人抽出

中之条区内の昭和17年４月２日か
ら昭和18年４月１日生まれの者

横町区民全員

―

―

―

全国子ども会安全共済
会加入

全国子ども会安全共済
会加入

全国子ども会安全共済
会加入

立町区育成会

４月６日 30人抽出― 全国子ども会安全共済
会加入中之条区育成会

４月11日 11人抽出― 全国子ども会安全共済
会加入及び育成会活動

上五明区

８月21日 82人抽出

―

新地分館７月３日 200人抽出

上五明区内の77歳以上の男女

―

御所沢区

７月４日 12人抽出―

日名沢区育成会

７月４日 272人抽出―

一般社団法人
新情報センター

７月21日 57人抽出

総務省
統計局

立町分館

８月３日 70人抽出

―

泉区

８月14日 85人抽出

―

８月18日

上平区

13人抽出

―

８月31日 36人抽出

―

御所沢区内の平成25年４月１日か
ら平成26年３月31日生まれの者

①共済会加入対象者
②平成30年度小学校入学対象者
③平成８年４月２日から平成９年
４月１日生まれの者

田町区内の平成28年４月から平成
29年３月生まれの男女

入横尾区内の平成25年４月１日から平
成27年３月31日生まれの男女と保護者

中之条区内の平成23年４月１日から平
成26年３月31日生まれの男女と保護者

立町区内の平成24年４月１日から
平成29年４月１日生まれの男女

上五明区内の平成14年４月２日か
ら平成28年４月１日生まれの男女
金井区内の平成24年４月１日から
平成25年３月31日生まれの男女

新地区内の70歳以上の男女

月見区内の60歳以上の男女

金井区内の75歳以上の男女

横町区内の75歳以上の男女

上平区内の75歳以上の男女

南日名区内の75歳以上の男女

入横尾区内の75歳以上の男女

横町区内の75歳以上の男女

立町区内の75歳以上の男女

御所沢区内の75歳以上の男女

御所沢区全員

９月５日

９月29日

戌久保区育成会

御所沢区育成会

田町区育成会

上五明区育成会

横町区

全国子ども会安全共済
会加入
全国子ども会安全共済
会加入

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

家計消費状況調査

―

―

105人抽出

100人抽出
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
（
介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ

ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。
口
座

振
替
は
、
11
月
30
日（
木
）に
指
定
口

座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振
替

日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
20
日

（
月
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

【
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
及
び
年
末

調
整
説
明
会
】

　
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
及
び
年

末
調
整
の
し
か
た
や
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
法
定
調
書
の
作
成
・
提
出

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
各
種
用
紙
は
税
務
署
の

窓
口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、

一
部
の
用
紙
に
つ
い
て
は
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
・
日
時

・
千
曲
市
更
埴
文
化
会
館

　
（
あ
ん
ず
ホ
ー
ル
）

　
11
月
17
日（
金
）

　  

《
軽
減
税
率
制
度
》

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　  

《
年
末
調
整
》

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

　
（
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ  

大
ホ
ー
ル
）

　
11
月
20
日（
月
）

　  
《
軽
減
税
率
制
度
》

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　  
《
年
末
調
整
》

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
青
色
申
告
決
算
説
明
会
】

　
平
成
29
年
分
の
青
色
申
告
決
算
書

の
作
成
方
法
や
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
・
日
時

・
上
田
商
工
会
議
所  

５
階
ホ
ー
ル

　
12
月
７
日（
木
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
12
月
８
日（
金
）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

・
千
曲
市
戸
倉
創
造
館  

大
ホ
ー
ル

　
12
月
12
日（
火
）

　
　
午
後
２
時
〜
４
時

※

上
田
税
務
署
で
は
、
申
告
や
相

談
で
お
越
し
い
た
だ
く
場
合
、

「
事
前
予
約
制
」
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
税
務
署  

☎
２
２―

１
２
３
４

　
町
女
性
専
門
相
談
員
が
、
女
性
の

悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談

会
を
開
設
し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
や

職
場
で
の
人
間
関
係
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
、
子
育
て
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
16
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
隣
保
館

相
談
員
　
女
性
専
門
相
談
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課 

人
権
・
男
女
共
生
係（
隣
保
館
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

期
間
　

　
平
成
30
年
１
月
５
日
〜
３
月
29
日

場
所
　
ニ
チ
イ
学
館
上
田
校

　
　
　（
上
田
駅
前
ビ
ル  

パ
レ
オ
６
階
）

費
用
　
受
講
料
無
料

　
　
　（
た
だ
し
、
教
科
書
代
等
は

受
講
者
負
担
）

定
員
　
20
名

入
校
選
考
　
12
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

※

12
月
１
日（
金
）ま
で
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
篠
ノ
井
訓
練
窓
口
へ
お

申
込
み
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
０
２
６
８―

３
９―

１
１
１
１

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料（
第
５
期
）

納
期
限
は
11
月
30
日（
木
）

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
な
ど

を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
！

・
点
検
を
怠
る
と
正
常
に
機
能
し
な

い
状
態
で
放
置
さ
れ
ま
す
。
定
期

的
に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
本
体
の
消
耗
や
劣
化
を
考
慮
し
、

10
年
を
目
安
に
本
体
を
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

・
点
検
を
す
る
と
き
に
は
、
け
が
な

ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一

防
火
標
語

　「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
下
記
の
日
程
で

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
中
は
、
消
防
自
動
車
や
救

急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
千
曲
坂
城
消
防
本

部
予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
９
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
40
分
程
度

訓
練
場
所
　

　
ミ
ヤ
リ
サ
ン
製
薬
株
式
会
社
坂
城
工
場

訓
練
内
容

　【
ミ
ヤ
リ
サ
ン
製
薬
株
式
会
社
】

　
・
初
期
消
火
、
通
報
、
避
難
訓
練
、

自
衛
消
防
隊
訓
練

　【
千
曲
坂
城
消
防
本
部
】

　
・
火
災
想
定
訓
練

問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課
　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９
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　胃
が
ん
は
日
本
人
に
最
も
多
い

が
ん
で
、
早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば

治
る
可
能
性
が
高
い
が
ん
の
１
つ

で
す
。
自
分
自
身
や
家
族
の
健
康

を
守
る
た
め
に
、
胃
が
ん
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
、

健
康
や
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
25
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
師
　
赤
松 

泰
次
先
生
（
長
野
県

立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院

長
兼
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長
）

演
題
　「
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
」

主
催
　
埴
科
地
域
包
括
医
療
協
議
会

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、
学
用
品

費
や
学
校
給
食
費
な
ど
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
新
小
学
１
年
生

ま
た
は
新
中
学
１
年
生
に
な
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
で
就
学
援
助
費

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
を
行

う
こ
と
で
新
入
学
用
品
費
を
入
学

前
に
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
学
前
支
給
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

就
学
援
助
制
度
の
受
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切
　
11
月
30
日（
木
）

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
９

　
長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
空
き
家
問
題
に
関
す
る
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
３
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０―

４
４
８―

７
８
８
）ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
☎
０
２
６―

２
４
８―

１
７
８
０

　　
シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
と
し
た
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
を
地

域
企
業
の
発
展
の
た
め
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。
経
験
豊
富
な
シ

ニ
ア
人
材
の
知
見
を
求
め
て
い
る

企
業
が
多
数
参
加
し
ま
す
。
ご
関

心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
２
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
５
時

会
場
　
ラ
・
ヴ
エ
リ
テ

　
　
　（
東
御
市
田
中
６
３―

４
）

参
加
費
　
無
料（※

要
申
込
）

内
容
　

　
・
ミ
ニ
講
演
会（
事
例
発
表
）

　
・
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
・
企
業
別
ブ
ー
ス
交
流
会

共
催
　
東
信
州
次
世
代
産
業
振
興
協
議
会

※

詳
細
は
、Ｗ
Ｅ
Ｂ「
地
域
人
材
バ
ン
ク

な
が
の
」（ http://jinzaibank-

nagano.com
/ 

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（
一
財
）浅
間
リ
サ
ー
チ
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）

　
☎
０
２
６
８―

２
１―

４
３
７
７

日
時
　
11
月
11
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
20
分
〜
10
時
40
分

場
所
　
村
上
小
学
校 

体
育
館

講
師
　
東
北
福
祉
大
学

　
　
　
樋
口 
一
宗 

先
生

演
題
　「
多
様
性
を
認
め
て
生
き
る
」

駐
車
場
　
村
上
小
学
校 
校
庭

（
雨
天
時
は
、Ａ
コ
ー
プ
び
ん
ぐ
し

店
様
駐
車
場
か
Ｊ
Ａ
な
が
の
村
上

店
様
駐
車
場
）

※

保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
村
上
小
学
校

　
☎
８
２―

２
２
２
８

　　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
増

進
を
目
的
と
し
て
平
成
30
年
１
月

か
ら
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
筋
肉
を
使
う
と
、
脳
卒
中
な
ど

の
血
管
病
や
筋
力
低
下
の
予
防
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程
　
平
成
30
年
１
月
11
日
か
ら
３

月
22
日
ま
で
の
木
曜
日
で
計

10
回
開
催

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
２
０
０
０
円

定
員
　
35
名

申
込
締
切
　
12
月
15
日（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　
筋
肉
の
柔
軟
性
や
筋
力
を
維
持

し
て
、
今
か
ら
介
護
予
防
を
し
ま

し
ょ
う
。

期
間
　
12
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま

で
の
隔
週
火
曜
日（
計
８
回
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
　
坂
城
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
厚
手

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

受
講
料
　
２
０
０
０
円

定
員
　
40
名 ※

定
員
に
達
し
次
第
締
切

申
込
期
限
　
11
月
24
日（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
１―

３
５
８
８

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
時
に
備
え
、
次
の
通
り
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
）を
用
い
た
訓
練
で
、
全
国
で

一
斉
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て

情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
11
月
14
日（
火
）

　
　
　
午
前
11
時
ご
ろ

訓
練
内
容

　
①
有
線
放
送

　
②
す
ぐ
メ
ー
ル
配
信

　
③
Ｕ
Ｃ
Ｖ
放
送
画
面
へ
の
Ｌ
字
放
送

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
４
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村
上
小
学
校
の
学
校
目
標
で
あ
る
、｢

生
き
る
力

を
高
め
　
自
立
す
る
子
ど
も｣

を
具
現
す
る
た
め

の
五
本
柱
の
一
つ
が
、『
国
際
社
会
に
生
き
抜
く
子

ど
も
の
育
成
』で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及

も
あ
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
を
生
き
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、外
国
語
は
必
須
の
ア
イ

テ
ム
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
本
校
で
は
、一・
二
年
生
は
毎
日
十
分
ず
つ
、三
・

四
年
生
は
週
に
二
回
二
十
分
ほ
ど
ず
つ
、五
・
六
年

生
は
週
三
回
十
五
分
ず
つ
、英
語
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
学

習（
短
時
間
の
帯
学
習
）を
行
っ
て
い
ま
す
。五
・
六

年
生
は
週
二
時
間
の
外
国
語
活
動
の
時
間
も
あ
る

の
で
、毎
週
か
な
り
の
時

間
、外
国
語（
英
語
）に
触

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ド
ナ
先
生
を

中
心
に
、歌
っ
た
り
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
友
だ
ち
と

や
り
と
り
し
な
が
ら
、楽

し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
一
日
・
二
日
に
修

学
旅
行
を
控
え
た
六
年

生
に
は
、「
出
会
っ
た
外

国
の
方
と
会
話
を
す

る
・
で
き
れ
ば
一
緒
に

写
真
も
撮
る
」と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
課
さ
れ

て
お
り
、日
頃
の
学
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
日
々｢

上
質
な
英
語｣

に
接
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は「
聞
き
取
る
耳
」が
素
晴
ら
し
く
、発
音
も
正

確
で
す
。授
業
で
は
、言
葉
だ
け
で
な
く
、外
国
の

文
化
や
、相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し

さ
な
ど
も
学
ん
で
お
り
、日
本
と
は
異
な
る
文
化

に
も
興
味
を
も
ち
、物
怖
じ
し
な
い
で
積
極
的
に

行
動
す
る
子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
い
ま
す
。あ
る
一

年
生
の
校
長
先
生
へ
の
あ
い
さ
つ
は
、「H

i! 

校
長
先

生
　I am

 

○
◯（
名
）△
△（
姓
）」だ
っ
た
そ
う
で

す
。着
々
と「
国
際
人
」が
育
っ
て
い
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎82-2008

村上小学校教頭　牛越宏江
「みんな大好き！English」

　犯罪被害者やその家族が受けた被
害の軽減や回復には、周囲の方の理
解や共感、配慮、協力がとても大切
です。
　一人ひとりが被害者の置かれた状
況を理解し、被害者の立場になって
考え、被害者が再び平穏な生活を営
むことができるよう、支援の手を差
し伸べることが求められています。
　また、自分には関係ないことと
思っていても、誰もが被害者になる
可能性があります。
　犯罪被害者週間を機会に、被害者
や家族への理解を深めましょう。

●警察における被害者支援制度
　警察では、被害者や家族の方の精
神的・経済的負担の軽減を図るた
め、犯罪被害給付制度・カウンセリ
ング・被害者連絡制度など、各種支
援制度を設けています。
　詳しくは、お近くの警察署までお
問い合わせください。

◯朝、昼、夕の３食をしっかり食べていますか。
◯いろいろな食品を好き嫌いなく食べていますか。
◯食後の歯磨きをしっかりしていますか。

◯早寝早起きを心がけていますか。
◯睡眠時間を十分にとっていますか。
◯つらいことなどを相談できる相手がいますか。

◯適度な運動をする機会がありますか。
◯休みの日もしっかり体を動かしていますか。
◯テレビやパソコン、ゲームは時間を決めていますか。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午
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11日（土）
午前９時～正午
老人福祉センター夢の湯

社 協
結婚相談

11月
３日（金）

５日（日）

12 日（日）

19 日（日）

23 日（木）

26 日（日）

12 月
３日（日）

さかき生協診療所
島田クリニック
いなりやまクリニック
小宮山歯科医院
中島産婦人科小児科
千曲中央病院
たけい歯科クリニック
安里医院
中沢医院
安川整形外科クリニック
前山歯科医院
松尾医院
中沢内科医院
かつの耳鼻咽喉科
竹内歯科医院
とも泌尿器科クリニック
兒玉医院
鴇沢内科クリニック
榑沼歯科医院
とよき内科
千曲中央病院
松尾歯科医院

二階堂医院
島谷医院
岡田外科医院
こみやま歯科医院

【 中 之 条 】
【千曲市小島】
【千曲市稲荷山】
【 立 町 】
【千曲市上山田温泉】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市鋳物師屋】
【千曲市内川】
【千曲市小島】
【千曲市屋代】
【千曲市上徳間】
【 立 町 】
【千曲市稲荷山】
【千曲市粟佐】
【千曲市稲荷山】
【千曲市磯部】
【千曲市寂蒔】
【千曲市屋代】
【千曲市内川】
【千曲市磯部】
【千曲市杭瀬下】
【 御 所 沢 】

【千曲市磯部】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市稲荷山】
【千曲市力石】

☎ 8 2 - 0 1 0 1
☎(026)273-8788
☎(026)214-3501
☎ 8 2 - 2 0 2 9
☎(026)275-0111
☎(026)273-1212
☎(026)272-8000
☎(026)275-7800
☎(026)272-0131
☎(026)273-6611
☎(026)276-0282
☎ 8 2 - 2 0 1 3
☎(026)272-1013
☎(026)274-3387
☎(026)274-7050
☎(026)261-5815
☎(026)272-4300
☎(026)272-3713
☎(026)261-5005
☎(026)276-0413
☎(026)273-1212
☎ 8 2 - 6 9 8 8

☎(026)275-5582
☎(026)273-1201
☎(026)272-2828
☎ 8 1 - 7 0 1 1

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

５日（日）、19 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
びんぐしの里公園　駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成29年７月生

平成29年４月生

平成29年１月生

平成27年７月生～８月生

平成26年５月生～６月生

受　付　日　時

16日（木）午後１時

29日（水）午前９時

27日（月）午後１時

■平成28年９月分　211.70ｔ
■平成29年９月分　198.00ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

10日は弁護士、20日は司法書士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、原則前日までに社会福
祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。（た
だし、当日受付が可能な場合あり）

15日（水） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 15日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、11月７日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）直通75-6204】
へお申込みください。

８日（水） 役場第５会議室（３階） 
22日（水） 文化センター相談室 
午後１時30分～４時

障がい者（児）
相 談

10日（金）午前９時30分～11時
20日（月）午前９時～11時30分
役場第４・５会議室（３階）

20日（月）午前９時
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朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時

午後４時 30 分

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）直通 75－6211

５日（日）

８日（水）

９日（木）

13日（月）

14日（火）

16日（木）

19日（日）

26日（日）

29日（水）

楽しい民話

税務署だより

こちら119番

年金の話

信号は赤です

川　柳

楽しい民話

楽しい民話

明るい消費生活

三年みそとナスこわい
鼠　玉井かつ子さん
税を考える週間
上田税務署

正しい 119 番通報
消防署
年金月間

長野南年金事務所
交通事故防止
坂城町交番

ＪＡビビット文壇
選者　小宮山正雄さん
和尚さんと小僧

込山　岡田由貴子さん
すいとん坊

金井　青木典子さん
最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

月
　
６
13
20
27

土
４
11
18
25

平成29年10月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,116世帯（－  5）
人　口： 15,190人    （－14）
　男　：  7,486人　（－  9）
　女　：  7,704人　（－  5）

件　数：　　  4件
累　計：　　43件　（＋  1）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（－  1）
負傷者：　　  4人
累　計：　　53人　（－  1）

平成29年９月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

日
　
５
12
19
26

火

７
14
21
28

金
３
10
17
24

☆おはなし会　午前 11 時～
　11日（土）２階・集会室　25日（土）１階・児童図書コーナー
☆点字・点訳講座　午後２時～　２階・集会室
　７日（火）、21日（火）　講師：山口静枝さん

☆児童図書
・ぺたスクリプト－プログラミング体感まんが、もしもプ

ログラミングできるシールがあったなら
　（原作：中谷秀洋、まんが：歌工房／技術評論社）
・もうじゅうはらへりくま
　（作：塚本やすし／ポプラ社）

９月には、一般書174冊、児童書114冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆一般図書
・美しいものを見に行くツアーひとり参加
　（著：益田ミリ／幻冬舎）
・歴メシ！－世界の歴史料理をおいしく食べる
　（著：遠藤雅司／柏書房）
・まんがスポーツで創る地域の未来　東日本編
　（企画・監修：スポーツ庁／大日本印刷）

長寿県信州の作りおき
信州ならではの作りおきレシピ100

（著：下平みさ子／リンデン舎）
　長野県の長寿の秘密は、野菜をたくさん食
べているためと言われています。上田市在
住、「身体にやさしい信州のおやつ」の著
者・下平さんが紹介する野菜を使ったヘル
シーな作り置き料理の本です。じゃがいも、
いんげん、なす、かぼちゃ、れんこん、野沢
菜など身近な野菜で作れる100のレシピを掲
載しています。

☆おすすめの本

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30
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号
No.488

　
10
月
１
日（
日
）、
鉄
の
展
示
館

で
開
催
し
て
い
る
特
別
展
「
大
相

撲
と
日
本
刀
」
に
あ
わ
せ
、
上
松

町
出
身
の
大
相
撲
力
士
・
御
嶽
海

関
に
１
日
館
長
と
し
て
就
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
到
着
前
か
ら
展
示
館
に
は
多
く

の
フ
ァ
ン
の
方
が
集
ま
り
、
御
嶽

海
関
が
到
着
す
る
と
大
き
な
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。
握
手
会
で
は
、

フ
ァ
ン
の
方
の
声
援
に
、
一
人
ひ
と

り
丁
寧
に
握
手
を
し
な
が
ら
応
え

て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
中
心
市
街
地
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
御
嶽
海
関
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
来
館
前
に
行
わ
れ

た
９
月
場
所
は
、
今
ま
で
以
上
に

ス
ト
レ
ス
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
日
々
心
が
け
て
い
る

こ
と
と
し
て
、
フ
ァ
ン
の
方
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
相
撲
を
取
る
こ
と

な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
後
半
に
は
、
抽

選
会
や
写
真
撮
影
も
行
わ
れ
、
町

内
外
合
わ
せ
て
５
０
０
名
も
の
来

場
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
会
場
を

見
て
、「
フ
ァ
ン
の
方
の
熱
い
声
援

が
励
み
に
な
る
」
と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
御
嶽
海
関
は
同
日
、文
化
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

町
民
運
動
会
の
リ
レ
ー
や
大
玉
送

り
な
ど
に
飛
び
入
り
参
加
し
、
町

民
の
方
々
と
一
緒
に
体
を
動
か
し

運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。（
表
紙

写
真
は
、リ
レ
ー
の
ゴ
ー
ル
場
面
）

町民運動会にも飛び入り参加！

幼稚園・保育園で運動会
　
９
月
16
日（
土
）は
坂
城
幼
稚
園
、

23
日（
土
）は
町
内
３
保
育
園
で

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
運
動
会
に
向
け

て
日
々
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
運
動
会
当
日
は
、
た
く
さ

ん
集
ま
っ
た
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
前
で
、
少
し
緊
張
し

な
が
ら
も
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　
か
け
っ
こ
、
玉
入
れ
、
組
体
操
、

リ
ズ
ム
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、

一
つ
ひ
と
つ
の
競
技
が
終
わ
る
度

に
、
観
客
席
か
ら
大
き
な
歓
声

と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
会
場

は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

御嶽海関が鉄の展示館１日館長

　鼠
区
で
は
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、宝

く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
実

施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
て
、伝
統
の

鼠
神
楽
で
使
用
す
る
御
神
楽
や

太
鼓
を
新
調
し
、獅
子
頭
を
修
理

す
る
な
ど
宝
く
じ
の
助
成
金
で

神
楽
用
備
品
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。地
域
に
根
づ
く
神
楽
の
継

承
を
通
じ
て
地
域
の
交
流
が
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、豊
か
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

鼠区の神楽用備品を整備

伝統神楽の継承を通じた
　　地域のコミュニティづくりに

たくさん走って動いて
　　一生懸命頑張ったよ

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp
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